














































































































































































































































































































比較対象プラント選定の詳細（技術的能力） 

 

【2.1：大規模損壊】 

項目 内容 

基準適合に係る設計を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 大飯３／４号炉 

具体的理由 

当該条文は、大規模損壊の発生時における当該事故に対処するために必要な手順書、体制

及び資機材の整備に係る原子炉施設に共通の要求に係る条文であるが、大規模損壊対応に

係る手順書体系や大規模損壊発生時の初動対応フローの構成等の運用に係る泊３号炉の考

え方（基準への適合方針）は、大飯３／４号炉との類似性を有している。また、技術的能力

審査基準 1.2 から 1.14 の各項目について、大規模な自然災害及び故意による大型航空機の

衝突その他テロリズムを想定した手順等を整備する方針を示すにあたっては、蒸気発生器

２次側による炉心冷却や格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却のような

ＰＷＲ固有のプラント設計に基づいて整備する手順等が含まれることから、ＰＷＲプラン

トとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉を選定する。 

先行審査知見を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 女川２号炉 

反映すべき知見を 

得るための主な方法 

① 比較表による比較：比較表に掲載し、先行審査知見（基準適合上で考慮すべき事項、記

載内容の充実を図るべき点）の比較・整理を行い、記載内容の充足性を確認した。（文

言単位の比較は行わない） 

② 資料構成の比較※：当該条文のまとめ資料の構成について比較・整理を行い、その結果、

基準適合性の網羅的な説明に必要な資料が揃っていることを確認した。 

（当該方法の選定理由） 

① 当該条文は、原子炉施設に共通の要求に係る条文であり、文章構成も類似の部分がある

ことから、比較表形式での比較により先行審査知見の確認が可能なため。 

② 資料の文章構成が異なる場合であっても、資料構成の比較・整理により基準適合の説明

のために必要な資料の充足性を確認することが可能なため。 

※ 女川２号炉との資料構成の比較に加え、ＰＷＲの先行審査実績の取り込みの総括として、大飯３／４号炉のまとめ資料の作成状況（資料構成と内容）

を条文・審査項目毎に確認し、基準適合性の網羅的な説明に必要な資料が揃っていることを確認する。 

 



作成状況整理表

2.1 可搬型設備等による対応

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料2.1.1 大規模損壊を発生させる可能性のある大規模な自然現象の抽出プロセスについて 添付資料2.1.1 大規模損壊を発生させる可能性のある大規模な自然災害の抽出プロセスについ 〇 ×→○

添付資料2.1.2 竜巻事象に対する事故シーケンス抽出    補足(1) 竜巻事象に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.3 凍結事象に対する事故シーケンス抽出    補足(2) 凍結事象に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.4 積雪事象に対する事故シーケンス抽出    補足(3) 積雪事象に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.5 落雷事象に対する事故シーケンス抽出    補足(4) 落雷事象に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.6 火山の影響に対する事故シーケンス抽出    補足(5) 火山の影響に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.7 森林火災事象に対する事故シーケンス抽出    補足(6) 森林火災事象に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.8 自然現象の重畳に対する事故シーケンス抽出    補足(7) 自然現象の重畳に対する事故シーケンス抽出 (○)→〇 ×→○

添付資料2.1.9 ＰＲＡで選定しなかった事故シーケンス等への対応について
添付資料2.1.2 PRA の結果に基づく事故シーケンスグループの選定にて抽出しなかった事故

シーケンス等への対応について
〇 ×→○

添付資料2.1.10 大規模損壊発生時の対応 添付資料2.1.3 大規模損壊発生時の対応 〇 ×→○

添付資料2.1.11 個別戦略フローにおける対応手順書等及び設備一覧について 添付資料2.1.4 大規模損壊発生時に使用する対応手順書及び設備一覧 〇 ×→○

添付資料2.1.5 大規模損壊発生時における格納容器水素イグナイタの起動判断について 〇 ×→○

添付資料2.1.12 使用済燃料プール大規模漏えい時の対応について 添付資料2.1.6 使用済燃料ピットからの大規模な漏えい発生時の対応について 〇 ×→○

添付資料2.1.13 放水砲の設置位置及び使用方法等について 添付資料2.1.7 放水砲の設置位置及び使用方法等について 〇 ×→○

添付資料2.1.8 大規模損壊発生時において中央制御室の監視及び制御機能の一部に期待できる

場合の対応について
〇 ×→○

添付資料2.1.14 外部事象に対する対応操作の適合性について 添付資料2.1.9 外部事象に対する設備の防護判断と対応操作の適用性について 〇 ×→○

添付資料2.1.15 米国ガイド(NEI-06-12及びNEI-12-06)で参考とした事項について 添付資料2.1.10 米国ガイド(NEI-06-12 及びNEI-12-06)で参考とした事項について 〇 ×→○

添付資料2.1.16 大規模損壊発生時に必要な可搬型重大事故等対処設備等の配備及び防護の状況につい

て

添付資料2.1.11 大規模損壊発生時に必要な可搬型重大事故等対処設備等の配備及び防護の状況

について
〇 ×→○

添付資料2.1.17 重大事故等と大規模損壊対応に係る体制整備等の考え方 添付資料2.1.12 大規模損壊発生時における体制の整備等の考え方について 〇 ×→○

添付資料2.1.18 大規模損壊の発生に備えて配備する資機材について 添付資料2.1.13 大規模損壊の発生に備えて配備する資機材について 〇 ×→○

添付資料2.1.19 設計基準対象施設に係る要求事項に対する大規模損壊での対応状況 添付資料2.1.14 設計基準対象施設に係る要求事項に対する大規模損壊での対応状況 〇 ×→○

添付資料2.1.20 大規模損壊発生時における放射線防護に係る対応について 添付資料2.1.15 大規模損壊発生時における放射線防護に係る対応について 〇 ×→○

添付資料2.1.16 原子力災害と一般災害の複合災害発生時における対応の考え方について 〇 ×→○

比較表を作成していない理由

（基準適合性を確認するために必要な評価方針は，本文

に記載されており比較表を作成し考察しているため，比

較表を作成していなかったが，先行の審査実績を網羅的

に確認するため，作成することとした）

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

まとめ資料の作成を不要とした理由

添付資料 添付資料

プラント 泊３号炉 作成状況

大規模損壊を発生させる可能性のある自然災害の選定プロセスにおいて，大規

模な自然災害による原子炉施設への影響（設備等の損傷・機能喪失モード）の

網羅的な抽出及びその影響に伴う起因事象・事故シーケンスの特定に係る検討

内容について記載の充実を図るため，新たに資料を作成することとした。



技術的能力2.1

本文 添付資料

別冊

※（）書きは泊と女川で資料名が異なる場合の女川の資料名称
破線の四角は泊になく、女川にしかない資料

資料構成 資料概要 比較表を作成していない理由

本文 設置変更許可申請書本文及び添付書類十に記
載する内容を記載した資料

添付資料 評価方針に基づき実施した評価結果等をとり
まとめた資料

別冊
対策、大規模な自然災害の想定、テロの想定
脅威の具体的な内容を示した資料（非公開資
料）

各社非公開資料としているため比較表を作成していない。

泊３号炉 比較表の作成範囲

泊3号作成範囲

女川2号作成範囲

比較表作成範囲




